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一
IFLAケベック大会に参加して

今年 8月10日～14日，カナダ・ケベ ック小11の州

都ケベyク ・シティにおいて 「境界線なき図書館

：世界規模の相互理解へ向けた船出」 をテ ーマと

する「世界図書館情報会議 (WLIC):第74回

IFLA年次大会」が開催された。120か国以上から

約3,000名の図書館関係者が参加し，日本か らも

50名を超える参加者が集ま った。 IFLA分科会委

員の方々には，お忙しい ところを遠路ご参加いた

だき， この場をお借りして感謝申し上げたい。以

下， 今年の大会テ ーマと， 2日目に開かれた 「日

本関係者交流会」を中心にご報告する。

大会テーマ

本大会のテ ーマ は，国や文化の垣根を超えて図

書館交流を図ることにあり，そのための相互理解

や多文化共生を実現することが焦点であった。開

催国が多文化主義国家カナダであ ったことからも

その意図は明瞭である。すでに深井耀子氏の研究

からも明らかにされたように見 カナダは民族的

多様性が社会の基本的特徴をなしており，人種や

民族的ルーツ，言語，宗教的価値観の異同を超え，

エ ス ニ ック集団の持つ集団的独自性を維持 • 発展

させることが国家政策として重視されている。

初日(IO日）開会式の構成にも， 大会テ ーマの

メッセージは強くうかがわれた。冒頭で式辞を述
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べたカナ ダ総督 ミカエル ・ジャン氏は， ハイチ難

民とし て幼年期を過ごし，カ ナダ公共放送局

(CBC)のジ ャーナリ ス トとし て成功を収めたの

ち，総督に就任した人物として知 られる。人種，

国， 言語の相違を克服したジ ャン氏が，‘‘図書館は

多様なサ ービスやコレクシ ョンの提供を通じて，

唯一的な役割を果たしている”と述べたと き，多

様な価値観の保障という図書館理念は， そこに確

かな実感を伴って参加者に伝わ ったと言える。

また，大会組織委員長のクロ ード・ボナリー氏

は，式辞の中で“参加者の文化的背景や専門職と

しての実践経験を， あらゆる境界を越えてこ の5

日間共有していこう。そうして参加者が多様性を

▲ 「世界図書館情報会議」 （第74回 IFLAケペッ ク大会）会場

の様子
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▲初日の 「文化のタペ」ではカナダ史劇も上演された

認識することで，地球規模の相互理解に向けた鍵

は得られると確信している”と述べて，各国 ・地

域の図書館実践に現れる多様な文化的広がりを十

分に理解し，それらを諒重していく姿勢の大切さ

を力説した。続いて演壇に立った !FLA会長クラ

ウディア ・ラックス氏も，近年のハリケ ーン・カ

トリ ーナや中国四川省大地震などの自然災害に際

して，世界規模で図書館協力か実現さ れている点

を指摘し，“多文化社会において相互理解を導く

自由な情報へのアクセスが，あらゆる図書館の果

たすべき機能である”と主張した。

開会式ではその後，カナダの先住民族イヌイy

トの伝統的なスロ ート （喉声） シンガー2人によ

る歌唱や，ケベック詩人によるフランス語詩の朗

読が続いたが，いずれも歴史的 ・文化的独自性を

前面に打ち出し，“異質なもの＂への理解を意識さ

せる構成であったと思われる。同日夜には「文化

のタベ」が開かれ， ヨーロ ッパ人に発見される以

前のカナダ史劇や，地元ケベックの トリオによる

音楽演奏さら に現代舞踊などが上演されたが，

言語の介在が少ないこともあ ってか，異質性はあ

まり意識されなかった。 これに比べ，開会式では

とりわけフランス語／詩の多用を通じ，ケベック

土着の文化性が色濃く表れる内容となっていた。

そこには，知識や文言のレベルではなく，現実的

対応に踏み込んで相互理解の本質を問いかけよう

とする意図が感じられた。

会期中の分科会の発表では，各国 ・機関におけ

るさまざまな図書館実践が報告された。発表の要

綱原稿は現在 !FLAウェプサイ ト上に公開され

ている ので2),関心の方はぜひご覧いただきたい。

日本関係者交流会

国際会議に際して各国の関係者と交流を深める

のは大切だが，大会 2日目(1]日）の晩に日本側参

加者35名とカナダ在住の図書館員 5名，それから

IFLA事務局長のビーター・ ロー夫妻を招いての

夕食会を開催することができた。これは IFLA学

校図書館分科会の中村百合子氏 （同志社大学）と，

カナダ ・オンタリオ議会図書館の榎澤康子氏が

コーディネ ータとなり ，日本とカナダの図書館関

係者の交流機会を設けてくれたもので，今回

IFLA大会参加を縁に知り合うことのできた参加

者にとって，意義深い時間となった。

日本からは， IFLA 児童 • 青少年分科会委員の

依田和子氏 （よこはまライプラリ ーフレンド），政府

情報 ・公的刊行物分科会委員の古賀崇氏，多文化

社会図書館サービス分科会委員の平田泰子氏 （な

お古賀氏と平田氏は JLA国際交流事業委員を兼務して

おり，本特集にも寄稿している）や，JLAの後援する

日通旅行ツア ーで参加し た宇治郷毅氏（同志社大

学），大澤正雄氏（西東京市立図書館図書館協議会），

山崎真稔氏 （玉川大学図書館）ら11名，さらには個

人旅行で参加した各館種の図書館員，大学研究者

らが参加した。大会前に参加を把握できた方々に

は日本で連絡することができたが，数名の方は現

地で初めて登録がわかり，飛び入りの形でご参加

しヽ ただしヽ た。

ロー博士の出席にあたっては，デイジ一・コ ン

ソーシアム会長の河村宏氏に仲介の労をとってい

ただいた。河村氏は今年 7月，障害者に関する国

際ワ ークショップの席で ロー博士と意見交換し，
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▲展示ホールの様子。本大会には，世界120か国以上から

約3.000名の図書館関係者が集まった

その際に博士から， !FLAでは韓国や中国に比べ

日本との結びつきが弱いので， もっと交流を深め

たい意向のある ことを聞いており，今回博士に

交流会への参加を打診いただいたものである （当

初は河村氏も交流会に参加予定だ ったが，デイトン ・

M ・フォ ーマン博士記念貸の授貸夕食会と日程が重な

り，参加は適わなか った）。 本交流会の実現にあた

り，中村氏榎澤氏 そして河村氏に改めて謝意

を表したい。

ロー 博士は，大会後の今年 9月に、ジェ ニ

ファ ー・ニ コルソン氏 （オーストラリア図書館情報

協会 ・前事務局長）に !FLA事務局長の任を譲った

が，それまで堅実な手腕で !FLAの事務を支えて

こられた人物である。本大会最終日の閉会式でそ

の活動が紹介され，参列者から拍手が鳴りやまな

かったことは，博士の温厚で誠実な人柄をうかが

い知るひとつのエピソ ー ドであろう。博士は交流

会でのあいさつの中で“因書館界が世界規模で交

流を図る中で， 日本の果たすことのできる役割は

重要である”と期待を述べられた。今後， !FLAの

ー機関として JLAがどのような国際活動を具体

的に展開できるのか，検討の時期にさしかかって

いると感じる。分科会委員の派遣をも っと積極的

に働きかけたり ，国際的調査の実施 ・協力に取り

組むなど，できることから議論していきたい。

また，昨年の !FLAダーバン大会報告の中で宮

部頼子前委員長が指摘していたように立諸外国

の !FLA参加者には図書館協会会長 ・副会長 ・

事務局長のような，国 ・機関を代表する人びとが

多い。個別の図書館や図書館員の国際交流は大事

であるが，それとは別に， JLAでも責任ある立場

で実務的問題を議論できる人物が !FLA大会に

継続的に出席し，諸外国の関係者と意見交換を行

い交流促進に努めることが重要だと思われる。

＊
 

最後に，来年のイタリア ・ミラノ大会に，再び

日本からの多くの図書館関係者と参加できること

を楽しみにしております。国際交流事業委員会の

サイ ト上にも情報を更新していく予定です＇ ）。

▲大会会場近くの教会を改装した公共図書館。現地のさまざま

な図書館を訪れることも，楽しみのひとつだ
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